
第
百
十
一
条
に
見
出
し
と
し
て「（
施
設
建
築
敷
地
に
地
上
権
を
設
定
し
な
い
こ
と
と
す
る
特
則
）」を
付
し
、
同
条

中
「
第
百
九
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
百
九
条
の
三
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
の
表
第
四
十
条
第
一
項
、

第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
七
十
七
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
、
第

二
項
前
段
及
び
第
四
項
、
第
七
十
九
条
第
三
項
、
第
八
十
八
条
第
三
項
、
第
百
二
条
第
一
項
、第
百
三
条
の
見
出
し
、

第
百
八
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
の
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
」
を
「
第
七
十
三

条
第
一
項
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
並
び
に
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
、第
四
号
及
び
第
六
号
、

第
七
十
八
条
第
一
項
、
第
八
十
九
条
、
第
百
四
条
第
一
項
の
項
中
「
第
八
十
九
条
、
第
百
四
条
第
一
項
」
を
「
第
八

十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
、
第
九
十
一
条
第
一
項
の
項
中
「
第
七
十
三
条
第

一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
七
号
」
に
改
め
、「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
百
三
条

第
一
項
、
第
百
四
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
五
号
の
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十

五
号
」
を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
、「
共
有
持
分
及
び
」
を
「
共
有
持
分
、」に
改
め
、
同
表
第
七
十
七

条
第
一
項
の
項
中
「
宅
地
」
を
「
所
有
権
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
一
条
の
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
四
号
」に
、

「
第
十
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
五
条
第
四
項
の
項
中
「
共
有
持
分
又
は
」
を
「
共
有
持
分
、」

に
改
め
、
同
表
中 「
第
百
三
条
第
一
項

第
百
三
条
第
一
項

施
設
建
築
敷
地
、
そ
の
共
有
持
分
若
し
く
は

施
設
建
築
物
の
一
部
等

価
額
、
施
設
建
築
敷
地
の
地
代
の
額

建
築
施
設
の
部
分

価
額

」
を
「
第
百
三
条
第
一
項

価
額
、
施
設
建
築
敷
地
の
地
代
の
額

価
額

」
に
改
め
、
同
表
第
百
八
条
第
二
項
の
項
中
「
地
上
権
又
は
」
を
「
地
上
権
、」に
、「
施

設
建
築
敷
地
又
は
」
を
「
施
設
建
築
敷
地
、」に
改
め
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
施
設
建
築
敷
地
を
一
筆
の
土
地
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
特
則
）

第
百
十
条
の
四

施
行
者
は
、
施
行
地
区
内
の
宅
地
の
所
有
者
の
数
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
権
利
変
換
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
個
の
施
設
建
築
物
の
敷
地
が
二
筆
以
上
の
土
地
と
な
る

も
の
と
し
て
権
利
変
換
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
及
び
第

三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
内
に
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）を
有
す
る

者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
施
設
建
築
敷
地
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
有
す
る
宅
地
の
位
置
、
地
積
、
環
境
及
び
利
用
状

況
と
そ
れ
ら
の
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
設
建
築
敷
地
の
位
置
、
地
積
及
び
環
境
と
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
そ
れ
ら
の
者
の
相
互
間
に
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
、
そ
の
価
額
と
従
前
の
価
額
と
の
間
に
著
し

い
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
十
五
条
第
四
項
中
「
施
設
建
築
敷
地
の
共
有
持
分
」
と
あ
る
の
は
、「
施
設

建
築
敷
地
」
と
す
る
。

第
百
十
八
条
の
十
の
表
第
七
十
九
条
第
三
項
の
項
中
「
前
二
条
」
を
「
第
七
十
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
中
「
第
百
条
」
を
「
第
百
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
一
節
第
三
款
の
二
の
款
名
中
「
道
路
」
を
「
道
路
等
」
に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
の
二
十
五
に
見
出
し
と
し
て「（
施
設
建
築
敷
地
内
の
道
路
に
関
す
る
特
例
）」を
付
す
る
。

第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十

五
第
二
項
」
に
改
め
、「
第
百
九
条
の
二
第
二
項
後
段
」
の
下
に
「
、
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
条
の

三
第
二
項
後
段
」
を
加
え
、「
規
定
は
」
を
「
規
定
は
、」に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
第
百
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項

の
項
中
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
第
四
章
第

一
節
第
四
款
中
同
条
を
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
と
し
、
同
節
第
三
款
の
二
中
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
施
設
建
築
敷
地
内
の
都
市
高
速
鉄
道
に
関
す
る
特
例
）

第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二

都
市
計
画
施
設
の
区
域
を
そ
の
施
行
地
区
に
含
む
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
う

ち
施
設
建
築
敷
地
を
立
体
的
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
業
計

画
に
お
い
て
、
施
設
建
築
敷
地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
（
い
ず
れ
も
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
に
位
置
す
る
も
の
に

限
る
。）に
都
市
高
速
鉄
道
が
存
す
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
百
九
条
の
三
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
に
お
い
て
施
設
建
築
敷

地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
に
都
市
高
速
鉄
道
が
存
す
る
よ
う
に
定
め
た
場
合
の
管
理
処
分
計
画
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
八
条
の
十
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該

都
市
高
速
鉄
道
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
市
高
速
鉄
道
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
各
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
十
八
条
の
七
第
一
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
条
の
三
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
管
理
処
分
計
画
を
定
め
た

場
合
に
お
い
て
は
、
施
設
建
築
敷
地
の
都
市
高
速
鉄
道
部
分
に
は
、
当
該
施
設
建
築
敷
地
の
施
設
建
築
物
に
係
る

第
百
十
八
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
、
管
理
処
分
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

民
法
第
二
百
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
都
市
高
速
鉄
道
の
所
有
を
目
的
と
す
る
同
条
第
一
項
の
地
上
権
が
設

定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
八
十
八
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
上
権
の
設
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
条
第
三
項
中
「
及
び
第
六
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
六
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
六
十
条
の
二
第
五
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
三
第
三
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
一
項
第
三
号
又
は
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一

項
を
加
え
る
。

特
定
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
容
積
率
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上

の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
面
積
）
は
、
特
定
用
途
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画

に
お
い
て
建
築
物
の
容
積
率
の
最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
れ
ら
の
最
低
限
度
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築

物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

主
要
構
造
部
が
木
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
で
あ
つ
て
、

階
数
が
二
以
下
で
、
か
つ
、
地
階
を
有
し
な
い
建
築
物
で
、
容
易
に
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

二

公
衆
便
所
、
巡
査
派
出
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
で
、
公
益
上
必
要
な
も
の

三

学
校
、
駅
舎
、
卸
売
市
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
、
特
定
行
政
庁
が
用
途
上
又

は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
三
の
見
出
し
中
「
高
度
利
用
地
区
又
は
都
市
再
生
特
別
地
区
」
を
「
高
度
利
用
地
区
等
」に
改
め
、

同
条
中
「
又
は
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
六
十
条
の
三
第
一
項
」に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
第
二
項
及
び
第
八
十
八
条
第
二
項
中
「
第
六
十
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
六
十
条
の
三
第
三
項
」
に

改
め
る
。

第
百
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
十
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
三
項
中
「
道
路
」
の
下
に
「
、
都
市
高
速
鉄
道
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
六
十
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
六
十
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。
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